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I. WEB 勤怠打刻 

１. 概要 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「WEB 勤怠打刻システム」の打刻データを勤怠データとして、「どっと原価 NEO」に受入を行います。 

また、打刻システム側にどっと原価 NEO から工事、社員マスターの転送を行います。 

打刻データ  

 

 

 

工事・社員マスター 

 

 

 

・どっと原価 NEO クラウドをお使いの場合は、WEB 勤怠打刻連携をご利用できません。 

・どっと原価 NEO と WEB 勤怠打刻システムとのデータ連携となります。 

クラウド上の WEB 勤怠打刻システムと連携するので、連携時はインターネット接続が必須となります。 

※ポート制御を行っている場合は、「443」を開けて頂くようお願いします。 

・WEB 勤怠打刻システムを割り当てることができるどっと原価 NEO の会社データは、 

1社限定となります。そのため、会社データが複数存在する場合も、WEB 勤怠打刻システムを 

使用できるのは 1つの会社データのみとなります。 

 

WEB 勤怠打刻システム 

 

 

 どっと原価 NEO サーバー  
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II. 設定 

１. 初期設定 

1) 接続設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸め時間(分) 

打刻データ受入の際に、丸めを行う時間を設定します。 

※労務数量を正確に算出するため、丸め時間の設定(15分もしくは 30 分)を 

推奨しております。 

丸め時間の設定を行った場合は、開始時間が切り上げ、終了時間が切り捨てとなり

ます。（【例】15分設定の場合 7：57～17：08 → 8：00～17：00 ） 

地図表示 
【日報管理】-［勤怠入力］で、地図表示を行うかどうかを設定します。 

「地図表示：する」の場合、打刻位置情報が勤怠入力の列に表示されます。 

打刻時間空欄

埋め区分 

連携時、開始時間や終了時間が空欄の場合、下記の設定で時間格納が行われます。 

[勤怠情報]-［就業内]の時間を使用 ※通常設定 

［初期設定］-『勤怠情報』にある勤怠項目 1 番目「就業内」の開始もしくは終了時

刻が自動で格納されます。 

※勤怠項目の設定に関しては、後述 Ⅱ-１.２）勤怠設定 をご参照ください。 

前回連携日時・バッチ処理時間を使用  

※次ページ記載の場合のみ、こちらの設定にしてください。 

※自動格納の場合、前回連携日時、バッチ処理時間の分以下は切り捨てられます。 

 例)2017/5/15 04:12:00 → 2017/5/15 04:00:00 

転送対象工事 
全て  ：未成・完成工事の両方が転送対象となります。 

未成のみ：未成工事のみ、転送対象となります。 

テナント ID 
WEB 勤怠打刻システムにアクセスする IDとなります。 

KDSS＋サービス加入認定証(※)に記載された「ユーザー番号」を入力します。 

パスワード 
KDSS＋サービス加入認定証(※)に記載されたパスワードを入力します。変更はでき

ません。 

API関連 
WEB 勤怠打刻システムの連携 URLです。 

提供データに登録済みのため、特に設定の必要は御座いません。 

※WEB 勤怠打刻オプション加入時に送付している「KDSS＋サービス加入認定証」の [WEB 勤怠打

刻] 4）テナント ID、5）パスワードをご確認ください。 

［初期設定］-『WEB 勤怠打刻』で接続設定などの基本的な設定を行います。 

メニュー：［導入］－［初期設定］ 

＜項目＞ 
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＜前回連携日時・バッチ処理時間を使用する場合＞ 

連携タスクは通常は、WEB 勤怠打刻システムの稼働時間外に、タスクスケジューラに設定しま

すが、勤務帯が昼夜両方存在する(24 時間どこかで工事が稼働している)場合、タスク連携をど

の時間に設定しても、どこかの工事の開始打刻と終了打刻の間で、タスク連携が行われてしま

います。その場合は、【導入】-［初期設定］-『WEB 勤怠打刻』の「打刻時間空欄埋め区分」

を「前回連携日時・バッチ処理時間を使用」に設定することで、2 回の連携に分割され、打刻

明細が取得されます。 

※タスク設定時間は基本的には、任意ですが、打刻が行われる直前や直後は避けるように(1 時

間程度は間隔を空けて)設定をお願い致します。 

 

 

＜分割取得イメージ＞ 

勤務帯が 23:00～8:00 で、タスクスケジューラを毎日 4:00 に設定する会社の場合で、 

5/2 の 23:00 から、5/3 の 8:00 にかけての打刻明細取得を例にします。 

下記の流れで、打刻、タスク連携は行われます。 

 

➀5/2 23:00 開始打刻 

➁5/3  4:00 タスク連携 

➂5/3  8:00 終了打刻 

➃5/4 4:00 タスク連携 

※簡単にするため、2 日目の勤務は省いています。 

 

➁のタスク連携のタイミングでは、システム上、「23:00～終了打刻無し」が取得されますが、 

 空欄打刻に自動格納が行われ、「23:00～4:00」として、登録が行われます。 

➃のタスク連携のタイミングでは、システム上、「開始打刻無し～8:00」が取得されますが、 

 空欄打刻に自動格納が行われ、「4:00～8:00」として、登録が行われます。 

 

23:00                      4:00                        8:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁ 

 

。。 

➃ 

 

。。 
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2) 勤怠設定 

 

［初期設定］-『勤怠情報』で、勤怠データについて設定を行います。 

 

 

 

＜項目＞ 

勤怠入力方法 

勤怠の入力方法を設定します。 

WEB 勤怠打刻オプションが有効な場合は、「時間帯（例：8時～17時）」固定です。 

※「数量（例：1日、7.5h）」を使用していたとしても、WEB 勤怠打刻オプション

が有効になると、自動的に「時間帯（例：8時～17時）」になります。 

時間の重複 

同日の勤怠時間が重複している場合、入力を許可しないかするか設定します。 

※打刻忘れの場合、自動で開始もしくは、終了時間が格納されるため、時間の重複

が発生する可能性があります。そのため、時間の重複チェックを許可しない設定で

あっても、ＷＥＢ勤怠打刻の受け入れに限り時間の重複チェックは行われません。 

勤怠項目 

WEB 勤怠打刻システム連携で使用できる勤怠項目は、1 番目「就業内」から 5 番

目「休日」までとなります。 

［初期設定］-『WEB 勤怠打刻』の「打刻時間空欄埋め区分」が、「［勤怠情報］-［[就

業内］の時間を使用」の場合、勤怠項目 1 番目「就業内」の開始もしくは終了時刻

が自動で格納されます。 

休日勤怠項目 

休日の勤怠項目を使用する場合は、勤怠項目 5番目の有効区分にチェックを付けて

ください。「カレンダー」で設定された休日(所定/法定)で勤怠打刻を行った場合は、

休日欄(勤怠項目 5番目)にデータが格納されます。 

「カレンダー」の休日設定に関しては、後述 Ⅱ-４.カレンダー をご参照ください。 

※「有効区分」にチェックが付いていない場合は、休日欄への格納は行われません。 

数量端数 

打刻時間から数量に換算した際の端数設定を行います。 

「1：切り捨て」「2：四捨五入」「3：切り上げ」から選択してください。 

数量端数設定の対象となるのは、［会社設定］-『労務機械数量小数点』で設定した

次の値です。 

※［初期設定］-『WEB 勤怠打刻』の「丸め時間」項目で「設定しない（0分）」と

設定した場合、数量端数の設定よって勤怠時間が変動します。 

詳しくは、後述 Ⅱ-３-２).端数設定 をご確認ください。 

メニュー：［導入］－［初期設定］ 
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２. 社員登録 

1) ＷＥＢ勤怠打刻設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WEB 勤怠打刻区分 

有効/無効を設定できます。 

WEB 勤怠打刻システムを使用する社員のみ、有効にしてください。 

※WEB 勤怠打刻区分を「有効」とする社員数の登録上限は、WEB勤怠打刻のラ

イセンス数に依存します。 

パスワード 
WEB勤怠打刻システムへのログインパスワードを設定します。 

※WEB 勤怠打刻システムと連携時、必須となります。 

確認パスワード 「パスワード」と一致していない場合、社員登録時にエラーとなります。 

 

2) 単価設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

メニュー：［導入］－［社員登録］ 

［社員登録］-『基本情報 1』で、WEB 勤怠打刻システムで使用する社員を設定します。 

WEB 勤怠打刻区分：有効の社員が、マスター連携で転送され、WEB 勤怠打刻システムを使用できます。 

 

。。 

＜項目＞ 

［社員登録］-『基本情報 2』で、勤怠項目ごとに単価を設定します。 

「カレンダー」において、固定休日または変動休日として設定した日付で勤怠打刻した場合は、勤

怠項目 5 番目の単価が適用されます。 

メニュー：［導入］－［社員登録］ 

 
休日単価の入力ができない場合は、事前に［初期設定］-『勤怠情報』において、勤怠項目 5 番目の

有効区分にチェックが入っているかご確認ください。 
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３. 会社設定 

1) 連携データ設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログ出力フォルダ 

連携成功/失敗のログ出力を行うフォルダを設定します。 

指定フォルダ直下に「WEB勤怠打刻 yyyyMMdd」が自動で作成され、ログが格

納されます。 

空欄の場合は、下記パスが指定フォルダとなります。 

C:\Program Files(x86) \KDW\DotGenkaNEOClient\bin 

※32ビット OSの場合は、Program Files(x86)→Program Filesに 

出力されます。 

テーブル名/処理区分 処理対象と出力/受入を表示しています。 

選択 
連携を行うかどうかを設定します。未選択の処理は実行されません。 

基本的には、全てチェックを入れた状態で運用を行って下さい。 

受入ファイル/ 

出力フォルダパス 

連携で使用されるデータを出力するフォルダを指定します。 

特に、連携失敗の原因究明時に使用されます。 

指定フォルダ直下に「WEB 勤怠打刻 yyyyMMdd」が自動で作成され、ログが

格納されます。 

ファイル名 データ出力時の固定ファイル名です。 

前回連携日時 
マスター連携、打刻データ取込の期間指定で使用します。 

連携成功時に、連携日時を更新し、失敗した場合は、更新されません。 

取得日時終了 

※打刻明細のみ 

「手動実行：する」の場合に、打刻データの取得終了時間を設定することが

可能です。 

手動実行 

※打刻明細のみ 

緊急で打刻明細が必要となり、タスクを手動実行しなければいけない場合等

で使用する設定です。「手動実行：する」にし、「取得日時終了」を設定し、

タスクを手動実行することで、「前回連携日時」～「取得日時終了」の期間内

の打刻明細を取得することが可能です。 

※タスクの手動実行完了後は、「しない」に必ず戻してください。 

洗い替え 

※工事マスターのみ 

WEB 勤怠打刻システムとのマスター同期で使用します。 

「洗い替え：する」の場合、WEB 勤怠打刻システムの工事マスターを全削

除後、全データを転送します。「洗い替え：しない」の場合、差分更新とな

り、前回連携日時から編集が行われたデータのみ転送対象とします。 

社員マスターは、必ず「洗い替え：する」の設定になります。 

伝票入力期間チェック 

※打刻明細のみ 

［会社設定］-『セキュリティ』の伝票入力期間チェックを、打刻明細の取

り込みの際にも、行うかどうかを設定します。 

［会社設定］-『バッチ設定』で、連携時のログ出力や、連携データごとの設定を行います。 

  

 

 

        

＜項目＞ 

メニュー：［導入］－［会社設定］ 
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2) 端数設定 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４. カレンダー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メニュー：［導入］－［会社設定］－［端数情報］ 

 

・初期設定-丸め時間：15 分の場合は、労務機械数量小数点を小数点第二位以下、30 分の場合は、 

労務機械数量小数点を小数点第一位以下に設定してください。 

・初期設定-丸め時間：しないの場合は、労務機械数量小数点を小数点第二位以下に設定してくださ

い。ただし、［初期設定］-『勤怠情報』の「数量端数」設定によって数量が変動します。 

 

例）勤怠時間「09：00～09：37」の場合、数量換算すると「0.6166…」となります。 

「労務機械数量小数点」を小数第二位、「数量設定」を切り捨てと設定すると、 

小数第三位の値が切り捨てになるので数量は「0.61」と表示されますが、「数量設定」を切り上げに

変更すると、小数第三位の値が切り上げとなるので数量が「0.62」と表示されます。 

※「数量端数」の設定方法については、前述 Ⅱ-１-１).勤怠設定 をご確認ください。 

 

 

 ・「カレンダー」の登録が行われていない場合は、打刻明細の受入でエラーが発生しますので、 

 打刻明細の受入日とカレンダー設定期間に間違いが無いよう、設定を行って下さい。 

メニュー：［導入］－［カレンダー］ 

「開始設定日」「終了日」から設定期間を指定し、固定休日と変動休日の設定を行ってください。 

［会社設定］-『端数設定』で、労務数量の端数設定を行います。 
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５. メール設定 

 
 
 
 

データ連携でエラーが発生した際、特定ユーザーにエラーログ内容を送信することができます。 

初めにメール環境設定を行い、次にメール送信を行うユーザーを設定します。 

※後述 Ⅲ-４.連携結果の確認に記載のエラーログ内容がメール本文として送信されます。 

エラーログ自体は、Ⅱ-３-１).ログ出力フォルダにテキストファイルとして出力が行われて 

おりますのでメール送信に失敗した場合は、直接エラーログをご確認ください。 

 
 

＜環境設定－システムタブ＞ 

赤枠の内容を設定し、テスト送信まで確認できましたら、メール環境設定は完了となります。 

※メール環境はお客様ごとの設定となりますので、不明点がある場合はサーバー・ネットワーク 

管理者にお問い合わせください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ユーザー登録＞ 

エラーログ通知先にチェック、メールアドレスに送信先アドレスを設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メニュー：［導入］－［設定］－［環境設定］ 

メニュー：［メンテナンス］－［セキュリティ］－［ユーザー登録］ 
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III. 連携 

１. 接続テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［初期設定］-『WEB 勤怠打刻』より、「接続テスト」を行い、各 API と連携が取れるかを確認します。 

認定証の「テナント ID」と「パスワード」を入力接続テスト、登録を行ってください。 

＜弊社提供＞ 

➂接続テスト完了後、登録を行って下さい。 

➀テナント ID とパスワードを入力 

株式会社○○様 

テナント ID：00000000 

パスワード：************* 

メニュー：［導入］－［設定］－［初期設定］ 

➁接続テストを行い、連携可能か確認 

接続テストでエラーが発生した場合は、後述 Ⅲ-４.＜エラーコード一覧＞ をご確認ください。 

インターネット環境と、テナント ID、パスワードに問題が無ければ、基本的には接続テストは 

成功します。 
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２. タスクスケジューラの設定 

 タスクスケジューラの登録 

 

どっと原価 NEO サーバーに登録してください。 

 

◼ タスクスケジューラの登録方法 

 

①「スタート」-「コントロールパネル」-「管理ツール」-「タスクスケジューラ」を選択します。 

※「管理ツール」が画面に表示されない場合は、A をクリックして表示方法を変更してください。 

 

 

②「タスクスケジューラ」の「タスクスケジューラ（ローカル）」で「タスクの作成」を選択します。 

 

 

  

A 
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③「タスクの作成」の「全般」タブの登録をします。 

 

 

・名前：「WEB 勤怠打刻システム連携」と入力します。 

・「セキュリティオプション」で「ユーザーがログオンしているかどうかにかかわらず実行する(W)」を 

選択します。 

・「セキュリティオプション」で「最上位の特権で実行する(I)」にチェックを入れます。 

・「ユーザーまたはグループの変更(U)」で「Administrator」を選択します。 

 

 

④「詳細設定(A)」をクリックします。 
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⑤「検索(N)」をクリックします。 

 

 

⑥「選択するオブジェクト名を入力してください」に「Administrator」が選択されたら「OK」をクリッ

クします。 

 

 

⑦「タスクの作成」の「トリガー」タブの登録をします。 

「新規(N)」をクリックし、新しい操作を作成します。 
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・「タスクの開始(G)」で「スケジュールに従う」を選択します。 

・実行するタイミングを「設定」より選択し各種設定します。 

「開始」には、タスクを実行する時間の設定を行って下さい。 

 ※不正なデータが取得されてしまう可能性があるため、勤怠打刻が行われない時間帯を 

設定してください。 

・「有効(B)」にチェックを入れます。 

 

⑧「タスクの作成」の「操作」タブの登録をします。 

「新規(N)」をクリックし、新しい操作を作成します。 

 

・「操作(I)」で「プログラムの開始」を選択します。 

・「プログラム/スクリプト(P)」を指定します。 

「X:¥Program Files¥KDW¥DotGenkaNEO¥Bin¥DotGenkaNeoDataBatchProcess.exe」 

を指定します。 

※どっと原価 NEO のインストール先に読み替えて指定してください。 

・「引数の追加(オプション)(A)」を登録します。 

「3,[ ]××」を入力します。 

例）3, 01 

※「,(カンマ)」の後ろ、[ ]には半角スペースを入力し、「××」は、次ページの 

「会社データの番号の確認方法」をご参照ください。 

  

以上の操作で、「タスクスケジューラライブラリ」に新しいタスクが作成されます。 

作成されていればタスクの登録は完了です。 

設定した間隔に従い「WEB 勤怠打刻システム連携」が起動するようになります。 
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会社データの番号の確認方法 
 
 

 

① 画面下の会社名の横に表示されている（KdwGnkDat01）の数字部分（0 も含めます） 

 

 

② ［環境設定］-『サーバー』の「DB DAT ファイル」に表示されている 

KdwGnkDat01 の数字（0 も含めます） 

 

 

 

 タスクの手動実行を行う場合 

「タスクスケジューラー」を開き、登録したタスクを右クリック、「実行」を押下してください。 

連携完了後も、タスクスケジューラー上は、「実行中」となる場合もありますが、その場合は 

タスクを選択し、右クリック、「停止」を押下してください。 
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３. WEB 勤怠打刻システム 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

・使用方法は別冊「WEB 勤怠打刻システム操作マニュアル」を参照してください。 

・マスター連携後より、WEB 勤怠打刻システムへのログイン、打刻が可能となりますので 

 ご注意ください。 

 ※WEB 勤怠打刻システム側に、ユーザー一覧、工事マスターが存在しなければ、ログインや

工事選択が出来ないためです。 
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４. 連携結果の確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［会社設定］-『バッチ設定』で登録されているログ出力フォルダに連携結果が出力されます。 

（ログファイル名「BatchProcessLog.txt」） 

工事、社員、打刻明細それぞれの連携で結果が表示されます。 

※P8 記載のメール設定を行うことで、特定ユーザーにログ内容の通知を行うことができます。 

＜連携成功の場合＞ 

＜連携失敗の場合 工事/社員データ＞ 

マスター出力においては、 

「HTTP 連携結果」「登録明細総件数」 

が表示されます。 

打刻明細受入においては 

「HTTP 連携結果」「データ受入結果」 

「登録明細総件数」が表示されます。 

《詳細エラー》にエラー内容が表示されます。 

エラー詳細に関しては、「エラーコード」を元に 

後述 ＜エラーコード一覧＞ をご参照ください。 

「( )」が、エラー対象の工事コードです。 
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＜連携失敗の場合 打刻明細＞ 

HTTP 連携(打刻明細取得)までは成功していますが、どっと原価

NEO 側への打刻明細の「登録」で失敗していることを示します。 

＜連携失敗（エラー行以外取込済み）の場合 打刻明細＞ 

工事マスターの存在エラーの場合はエラー行を飛ばして受入を行い

ます。その際、エラーとなった行のログを出力します。 
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エラーコード 内容 

100 テナント ID もしくは、パスワードが間違っています。 

8888 WEB 勤怠打刻システム側のマスターデータ更新エラーです。 

例：打刻システム側に存在しないマスターデータを削除しようとしている 

9999 予期せぬエラーです。 

このエラーが連続で起こる場合は、WEB勤怠打刻システム自体で問題が発生している

可能性があります。 

 
 
 

エラーコード 内容 

1100 前回連携日時の指定が不正です。 

1200 連携実行日時の指定が不正です。 

1300 受入データのソート指定が不正です。 

 
 
 

エラーコード 内容 

2100 「差分更新」と「洗い替え」の指定が不正な場合のエラーです。 

2200 工事データの情報が不正な場合のエラーです。詳細エラーに具体的な内容が記載され

ます。 

2300 「新規」「更新」「削除」区分の指定が不正な場合のエラーです。 

 
 
 

エラーコード 内容 

3100 「差分更新」と「洗い替え」の指定が不正な場合のエラーです。 

3200 社員データの情報が不正な場合のエラーです。詳細エラーに具体的な内容が記載され

ます。 

3300 「新規」「更新」「削除」区分の指定が不正な場合のエラーです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

＜エラーコード一覧＞ 

[共通] 

[工事データ] 

[打刻明細] 

[社員データ] 

・「工事マスター」「社員マスター」「打刻明細」で、それぞれ連携結果が表示されます。 

・打刻明細の受入は、HTTP 連携自体のエラーと、データ受入時のエラーがそれぞれ出力されます。 

 HTTP 連携が成功でも、データ受入で存在チェック等に引っかかり、エラーが出力される場合も 

あります。 
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WEB 勤怠打刻をご利用の際、以下のような条件が重なると打刻データがうまく反映されず、打刻

結果がどっと原価 NEO に取り込まれずに失敗となる場合があります。 

 

①前回連携日時～連携実施日時の期間が複数日に渡る場合 

例）前回連携日時が 8/1 で、8/2 に打刻したが何らかの理由で連携できず、次の連携日が 8/3 にな

った場合 

 

②対象期間中に同一社員・工事で 2 セット以上の出退勤を行っている場合 

例） 

8/1 A 現場で 09：00 に出勤打刻、12：00 に退勤打刻 

 8/1 B 現場で 13：00 に出勤打刻、16：00 に退勤打刻 

8/1 A 現場で 16：00 に出勤打刻、18：00 に退勤打刻 

 

打刻結果がどっと原価 NEO に取り込まれず、失敗となった場合は、次ページに記載している、 

「Ⅲ-5 連携失敗（エラー行以外取込済み）の場合の対応」を参考に、手動で連携操作を行っていた

だく必要があります。 

マニュアルに従って、作成される CSV ファイルを、【導入】-［汎用データ受入］の『労務明細』

で取り込んでください。 
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５. 連携失敗（エラー行以外取込済み）の場合の対応 

 

エラー行として、受入が行われなかった明細に関しては、別途、【導入】-［汎用データ受入］で受け入れ

ることが可能です。 

下記の手順で CSV ファイルの加工、受入を行って下さい。 

➀【導入】-［会社設定］を開き、打刻明細の『受入ファイル/出力フォルダパス』で指定されているフォ

ルダを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁ ➀で確認したフォルダに、CSV ファイル(PunchJson_Response_日時.csv)が出力されています。 

 出力されている CSV ファイルをコピーし、受入用データを作成します。 

 

 

 

 

 

 

➂ログファイル(「BatchProcessLog.txt」)を元に➁で作成した受入用データのエラー行を特定し、 

 エラー箇所の修正、エラー行以外の削除を行います。 

 ※CSV ファイルには受入対象となった全ての打刻データが出力されているためです。 

 

➃【導入】-［汎用データ受入］の『労務明細』の受入で➂で作成した CSV ファイルの受入を行います。 

 エラーが発生した場合は、画面のエラー表示を元に、CSV ファイルの修正を行って下さい。 

 ※・「勤怠数量の自動計算」をするにして受入を行って下さい。 

  ・「位置情報」はセキュリティ上、汎用データ受入から取込できませんので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー：［導入］－［汎用データ受入］ 
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６.  連携データ  

 
 
 

 

 

転送項目 入力必須 

工事親コード ◎ 

工事枝コード ◎ 

工事名称 ◎ 

工事略称 ◎ 

フリガナ ◎ 

工事場所１ ○ 

工事場所２ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転送項目 入力必須 

社員コード ◎ 

社員名称 ◎ 

社員略称 ◎ 

フリガナ ◎ 

パスワード ◎ 

 

 

 

 

 

・「差分更新」、「洗い替え」のどちらかでデータを作成します。 

 差分更新の場合は、前回連携日時以降で、新規・更新・削除データを分類し、転送します。 

 洗い替えの場合は、WEB 勤怠打刻システムの工事マスターを全削除後、全データを転送します。 

・前回連携日時以降で、新規-削除等が連続で起こった場合(例:データ作成直後に削除)、 

データの整合性を取るために、自動的に「洗い替え」でデータ連携が行われます。 

・「属性区分：不要以外のデータ」が転送対象です。 

・コード体系が「数字」型の場合、WEB 勤怠打刻システム側と整合性を取るため、「0 埋め」 

でデータが転送されます。WEB 勤怠打刻システム側では「0 埋め」で工事コードが表示され 

ますので、ご注意ください。 

＜工事マスター＞ 

※◎：必須、○：任意入力 

・常に「洗い替え」でデータを作成します。 

 WEB 勤怠打刻システムへのログインユーザーを常に最新とするために行われます。 

・「属性区分：標準」かつ「WEB 勤怠打刻区分：有効のデータ」が転送対象です。 

＜社員マスター＞ 

※◎：必須 

どっと原価 NEO と WEB 勤怠打刻システムで連携されるデータは以下になります。 
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受入項目 存在チェック 

工事親コード ○ 

工事枝コード ○ 

社員コード ○ 

社員名  

打刻開始日時  

打刻終了日時  

打刻開始位置  

打刻終了位置  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・「前回連携日時」以降の打刻明細を取得します。 

・どっと原価 NEO に存在するマスターコードかどうかチェックし、存在しなければエラーを返します。 

 また、WEB 勤怠打刻区分：有効になっている社員の打刻明細のみ受入を行います。 

 

＜打刻明細＞ 

※○：行う 
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７. 打刻明細の受入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➂ 

➃ 

＜受入明細＞ 

＜地図表示 ※WEB ブラウザー＞ 

➁ ➀ 

WEB 勤怠打刻システムから受け入れた打刻明細はどっと原価 NEO の【日報管理】-［勤怠入力］で

確認できます。下記①~④に関しては、後述 ＜受入時のポイント＞をご参照ください。 

 

メニュー：［導入］－［カレンダー］ 
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＜受入時のポイント＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 

➀「カレンダー」で設定された休日(所定/法定)の場合は、休日欄(勤怠項目の 5 番目)に 

データが格納されます。 

 ※「カレンダー」の休日設定に関しては、前述 Ⅱ-４.カレンダー をご参照ください。 

 ※勤怠項目の設定に関しては、前述 Ⅱ-１.２）勤怠設定 をご参照ください。 

➁［初期設定］-『WEB 勤怠打刻』で丸め設定が行われている場合は、打刻データが丸められ、 

受入を行います。 

➂打刻開始/終了位置より、地図表示が可能です。緯度・経度の部分をダブルクリックして 

ください。 

 WEB ブラウザーで地図表示が行われ、打刻開始/終了位置がマークされます。 

➃連携時、開始時刻もしくは終了時刻の打刻が空欄だった場合、［初期設定］-『WEB 勤怠打刻』の

『基本設定』にある「打刻時間空欄埋め区分」に応じて、自動で時間が格納されます。 

また、打刻を忘れた場合は、「緯度・経度」が空欄になります。 

 

＜注意点＞ 

・仕入伝票入力には、【導入】-［汎用データ受入］と同様で、「勤怠受入」として、登録が行われま

す 

 ※採番範囲は、［会社設定］-『採番情報』の採番区分「データ受入（仕入伝票番号）」が適用され

ます。 

・常に新規受入データとなります。上書きは行われませんので、ご注意ください。 

・［会社設定］-『バッチ設定』で「伝票入力期間チェック：する」かつ打刻明細が「伝票入力期間外

の場合」は、受入が行われませんのでご注意ください。 

・➃に記載のように、打刻忘れの場合、自動で開始時間もしくは、終了時間が格納されるため、 

 時間の重複が発生する可能性があります。 

そのため、［初期設定］-『勤怠情報』において、時間の重複チェックを許可しない設定であって

も、時間の重複チェックは行われませんので、ご注意ください。 

・打刻時に位置情報サービス OFF もしくは、位置情報の利用を行わなかった場合、「緯度・経度」 

には「-9999.000000」が格納されますので、ご注意ください。 
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IV. 帳票 

１. 社員一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社員一覧表で、「WEB 勤怠打刻区分：有効」の社員を抽出することができます。 

WEB 勤怠打刻システムを使用できる社員の確認などにご使用ください。 

＜社員登録＞ 

＜出力＞ 

＜項目定義＞ 

メニュー：［導入］－［社員登録］ 
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２. 出勤明細表 

 

位置情報の有無を確認することで、打刻忘れや位置情報サービスが ON になっているかを確認すること

ができます。 

＜条件設定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

下記の項目定義で打刻緯度、経度を出力することができます。 

＜項目定義＞ 

 

 

 

 

 

  

メニュー：［日報管理］－［出勤明細表］ 
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V. 注意点 

１. データ削除/コード変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜データ削除/コード変更＞ 

・WEB 勤怠打刻システム側の既存打刻明細に削除・変更したコードは反映されませんので 

ご注意ください。打刻明細受入のマスターコード存在チェックでエラーが発生する可能性が 

ありますので、極力、工事・社員コードのデータ削除/コード変更は行わないでください。 

マスターデータの整合性を取るため、データ削除/コード変更を行った場合は、必ず［会社設

定］-『バッチ設定』で、「洗い替え：する」にし、連携を行って下さい。 

 

 

＜ 工事・社員データのデータ削除/コード変更 ＞ 

メニュー：［メンテナンス］－［コード変更処理/データ削除処理］ 
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